
問い合わせ　　教育改革推進課　TEL 043-245-5936 / 生涯学習振興課　TEL 043-245-5953

　市教育委員会では、学校教育分野を担う「第３次千葉市学校教育推進計画」と社会教育分野を担う「第６次千葉市生涯学習推進計画」を策定しました。

　この２つの計画に沿って、本市の現状に即した教育行政を推進していきます。今後も、両計画に基づく教育施策を着実に実施していくことで､「人間尊重の教育」を基調とする本市の教育施策を、

深化・充実させ、これまで以上に「千葉市で学んでよかった｣「千葉市で学ばせてよかった」と思える教育を目指してまいります。

（計画期間　令和５年度～令和１４年度）（計画期間　令和５年度～令和１４年度）（計画期間　令和５年度～令和１４年度）
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目指すべき子どもの姿

夢と思いやりの心を持ち、未来を拓く子ども

自ら考え、自ら学び、自ら行動できる力をはぐくむ

夢と思いやりの心を持ち、未来を拓く子ども

自ら考え、自ら学び、自ら行動できる力をはぐくむ
 教 育 目 標

1 児童生徒の資質能力の育成 2 児童生徒の育成を支える
教育環境の整備

柱
１

確かな学力の育成
「わかる授業」の推進に向けた
新しいスタイルの学校教育の確立

ICTを効果的に活用した学び
指導力向上のための教職員の研修

伝え合い、学び合い、わかり合う授業

柱
２

豊かな心の育成
思いやりの心の育成と
一人一人の夢の実現

柱
３

健やかな体の育成
生涯にわたり
健やかに生きるための土台の育成

柱
４

質の高い教職員
教職員のキャリアステージに応じた
研修の充実と働き方の抜本的改革

柱
５

魅力ある教育環境
特色ある教育活動とソフト・ハード両面に
おける魅力的で充実した環境の整備

柱
６

個別の支援が必要な
児童生徒へのサポート
一人一人に寄り添った
誰一人取り残すことのない教育の実現

夢にチャレンジ 未来を拓け!
～すべての子どもたちの可能性を引き出す千葉市の学び応援プラン～

　目指すべき子どもの姿と教育目標の達成に向け、６つの柱のもと施策方針等をまとめています。

　この計画の推進にあたっては、学校・家庭・地域・行政の四者が、「子どもの成長と自立を支える｣

という共通の目的のもと、連携・協働して、より良い学校教育の実現を図っていきます。

第６次千葉市生涯学習推進計画第６次千葉市生涯学習推進計画

計画のキャッチフレーズ

第３次千葉市学校教育推進計画
目指すべき姿

一人ひとりが 学びを通して成長し みんなが輝くまち 千葉市
計画目標

新しい時代の市民の学びを支え、生活や地域・社会に生かし、
多様な主体と連携・協働を図り、持続可能な社会を形成できる環境をつくる

一人ひとりが 学びを通して成長し みんなが輝くまち 千葉市

新しい時代の市民の学びを支え、生活や地域・社会に生かし、
多様な主体と連携・協働を図り、持続可能な社会を形成できる環境をつくる

　目指すべき姿と計画目標の達成に向け、３つの施策展開の方向性のもと基本施策等をまとめています。

　市民の「学びはじめ」から「多種多様な学習活動」を経て「学びによって得た知識や経験が社会に還元され

る活力あるコミュニティ」が実現できる環境づくりを、様々な主体が相互に連携・協働して進めていきます。

地域団体
（町内自治会等）

ボランティア
有識者等

行  政
社会教育
関係団体

企業・
ＮＰＯ法人

高等教育機関
（大学等）

小学校
中学校等 家  庭

地域課題の解決

第３次千葉市学校教育推進計画・第６次千葉市生涯学習推進計画を策定しました第３次千葉市学校教育推進計画・第６次千葉市生涯学習推進計画を策定しました！第３次千葉市学校教育推進計画・第６次千葉市生涯学習推進計画を策定しました！第３次千葉市学校教育推進計画・第６次千葉市生涯学習推進計画を策定しました！

地域の課題を発見し
解決する力を身に付けます

生涯学習の意義に気づきます

市民が自ら学んだ成果を
地域･社会に還元します

学習活動のきっかけと場の提供
市民の学びはじめをお手伝いします。

方向性

11

多様な学習機会の充実
多種多様な学びの機会を確保し、
市民の学習活動を支援します。

方向性

2

学習を生かした活力ある
コミュニティづくり
学びによって得た知識や経験が
社会に還元され、持続可能で活力ある
コミュニティの形成を目指します。

方向性

3

2

3

学習活動を通じて「社会が人を
育み、人が社会をつくる」という

好循環を目指します。

｢学び」と「活動」の
循環サイクル

｢学び」と「活動」の
循環サイクル

学習活動を通じて「社会が人を
育み、人が社会をつくる」という

好循環を目指します。


